
第１回 上田地域の高校の将来像を考える協議会 次第 

 

日時：令和元年 8月 21日（水）     

午後 6時 30分～  

場所：上田市役所本庁舎 6階 大会議室 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 自己紹介   

  委員名簿に沿って自己紹介 

 

３ 協議会の設置について   

  事務局より設置要綱の説明 

 

４ 会長・副会長の選出 

  会 長：土屋 陽一 上田市長 

副会長：小山 隆文 東御市教育長 

副会長：久保山 修 上田市商工会長 

 

５ 正副会長あいさつ 

土屋会長） 

本日はお忙しい中お集まりいただき、誠にありがとうございます。 

本協議会につきましては、旧第５通学区であります上田市、東御市、長和町、青木村の４

市町村の地域における高校の将来像を考える重要な組織であるものと考えています。 

高校に限らず今後の教育のあり方を考える上で、少子化の波にどう対応するのかは避けて

通れない課題と考える中、学校規模の縮小や再編ということも重要なテーマの１つですが、

少子化に対応するにはどのような教育、学びが必要なのかという視点が欠かせないと思いま

すし、今回、県が進める高校改革もこうした趣旨のもとで進められているものと認識してい

ます。 

当地域に所在する高等学校でも、県による第１期再編計画において、丸子修学館高校への

総合学科の設置、また、東御清翔高校で多部制・単位制が設置された経過があります。 

一方、今回の高校改革として県教育委員会で策定された「実施方針」において、当地域は

「再編の実施を前提」という扱いはされていませんが、いわゆる「流入超過」など課題もあ

り、将来に向けて現状や課題を把握し、高校教育のあるべき姿を考えていく必要があると考

えます。 

この協議会の場におきまして、地域の将来、そして今後の地域を担う子ども達の未来のた

め、皆さまには各方面からの広い視点でのご意見を賜りたく考えておりますので、ご協力を

よろしくお願い申し上げます。 



小山副会長） 

この協議会が充実したものとなるよう、ご意見をいただきながら、前に進むためのお手伝

いをしたいと思っています。関係する皆さまと一緒に理解を深める機会となるよう、ご協力

をよろしくお願いします。 

 

久保山副会長） 

上田市商工会は丸子・武石の所管となりますが、長和町も含めた依田窪地域の一括りで考

えなければいけない問題もあります。丸子修学館高校は、総合学科ができて 10年が経過する

中にあり、少し考え直すことも必要な時期でもあるように考えています。子ども達が本当に

行きたい学校へ行かれるよう、これからの高校再編について考えていきたいと思っています。 

 

 

６ 議 事 

（１）「高校改革～夢に挑戦する学び～実施方針」について   

   資料に基づき事務局から説明 

 

土屋会長） 

ありがとうございました。今後の意見集約に向けて根幹をなすことかと思います。委員皆

様、それぞれのお立場で高校との関わりも様々かと思いますが、ただいまの説明に対しまし

て、ご質問やご意見がございましたらお出しください。 

 

＜質疑応答＞ 

・龍野委員） 

義務教育の現場では 30人学級を推奨している。高校でも生徒数を減らすという視点もあ

るように考えるが、県としての方針はどうか。 

 ⇒県教委 事務局） 

  国の方針、財政面での問題等のほか、30 人学級による成果・結果がデータとして実証さ

れていない状況でもあることから、坂城高校をモデル校とした検証・研究を行いながら検

討していきたい。 

  なお、現在も高校では、多くの学校で「少人数講座」での授業が実施されている。 

 

・久保山副会長） 

高校だけではなく、小・中学校との連携が無ければ、本当の改革にならないと考える。

中学校でも学力差が顕著なところも多く、すべての子ども達が等しく育てられる環境が大

切である。 

地政学で考えたとき、武石地域や長和町の生徒は距離的な問題もあり、希望する進学校

に行かれない状況もあるため、大胆な改革も必要になってくるものと考えている。 

 ⇒県教委 事務局） 

   貴重なご意見であり、そのようなご意見をこの場で出していただき、理解を深めて行かれ

たらと考えている。 



 

（２）今後の進め方等について   

 ・峯村委員） 

今回の協議会は短期間でもあるため、内容の濃い、効率的な議論が必要であることか

ら、現場の声を拾い上げるアンケート調査を実施し、現状を把握したうえで話し合いの

場を設定することが望ましいと考えている。内容を委員の皆さまにも確認いただいたう

えでアンケート調査を行い、その結果を協議することについて、提案させていただく。 

⇒ 委員からの提案を加味し、今後のスケジュールについて事務局から説明 

 

土屋会長） 

委員からのアンケート実施に関するご提案を受け、事務局から、今後のスケジュールにつ

いて提案がありましたが、必要に応じて協議会の開催回数も調整していくとのことです。た

だいまの説明に対しまして、ご質問やご意見などありますでしょうか。 

ご意見等は無いようでしたら、本日の議事については以上ですが、全体を通じてご質問、

ご意見等がございましたら、お出しください。 

よろしければ、議事は以上といたします。次回以降も引き続き、それぞれのお立場でのご

協力を、よろしくお願いいたします。 

ここからの進行・説明を事務局からお願いします。 

 

 

７ その他 

 ・第２回の開催日程について   

  アンケート調査実施を事務局で検討のうえ、日程等を調整し通知予定として終了。 

 

 

８ 閉 会 


